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(百万円未満切捨て)
１．2024年５月期の連結業績（2023年６月１日～2024年５月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年５月期 28,485 11.5 1,453 △26.7 1,422 △28.1 944 △30.8

2023年５月期 25,543 － 1,983 － 1,979 － 1,364 －
(注) 包括利益 2024年５月期 944百万円(△30.8％) 2023年５月期 1,364百万円( －％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年５月期 79.15 79.11 11.5 6.3 5.1
2023年５月期 114.80 114.75 18.4 10.1 7.8

(参考) 持分法投資損益 2024年５月期 －百万円 2023年５月期 －百万円

（注）2022年５月期については連結財務諸表を作成していないため、2023年５月期の対前年増減率は記載しておりま
せん。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年５月期 23,717 8,468 35.7 708.48

2023年５月期 21,466 7,922 36.9 664.54
(参考) 自己資本 2024年５月期 8,464百万円 2023年５月期 7,919百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2024年５月期 △1,573 △92 720 4,117

2023年５月期 △302 △128 498 5,062

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年５月期 － 0.00 － 35.00 35.00 426 30.5 5.6
2024年５月期 － 0.00 － 31.00 31.00 377 39.2 4.5
2025年５月期(予想) － 0.00 － 38.00 38.00 30.3

３．2025年５月期の連結業績予想（2024年６月１日～2025年５月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 34,500 21.1 2,250 54.8 2,170 52.6 1,500 58.7 125.49



※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)

期中における重要な子会社の異動に関する注記

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示に関する注記

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年５月期 13,363,540株 2023年５月期 13,363,540株

② 期末自己株式数 2024年５月期 1,415,732株 2023年５月期 1,446,131株

③ 期中平均株式数 2024年５月期 11,938,712株 2023年５月期 11,887,761株

（注）期末自己株式数には、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式（2023年５月期264,100
株、2024年５月期226,700株）が含まれております。また、期中平均株式数の計算において控除する自己株式数には、
株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式（2023年５月期271,964株、2024年５月期239,626株）
が含まれております。

(参考) 個別業績の概要
１．2024年５月期の個別業績（2023年６月１日～2024年５月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年５月期 27,822 9.2 1,428 △31.7 1,405 △32.0 972 △33.0
2023年５月期 25,487 △15.5 2,090 8.9 2,065 9.2 1,451 14.4

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年５月期 81.45 81.42

2023年５月期 122.08 122.03

個別経営成績に関する注記

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年５月期 23,595 8,620 36.5 721.22

2023年５月期 21,315 8,047 37.7 675.00
(参考) 自己資本 2024年５月期 8,616百万円 2023年５月期 8,044百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に
当たっての注意事項等については、添付資料４ページ「１.経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧くだ
さい。
・当社は2024年７月22日（月）に決算説明会を開催する予定です。当日使用した決算説明会資料は、開催後速やか
に当社ホームページに掲載する予定です
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、経済活動の正常化が進み企業収益の改善や個人消費の持ち直しが見られ

たものの、物価上昇や円安の進行等の影響により、回復のペースは緩やかに推移いたしました。その一方で、長引

くウクライナ問題や中東情勢の不安定化の影響など、世界的な景気下振れリスクも懸念され、依然として先行きは

不透明な状況となっております。

当社の属する建設業界におきましては、建設投資は依然底堅く推移しているものの、建設資材やエネルギー価格

の高止まり、労務単価の上昇等により厳しい事業環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループの主要事業エリアである東京圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）に

おける2023年（暦年）のマンション着工件数は52,746戸（前年同期比0.7％増）となりました。また、2023年（暦

年）のマンション供給件数は当初予想には及ばず26,886戸（同9.1％減）となり、２年連続の減少となりました。

2024年（暦年）の動向につきましては、マンション供給件数は31,000戸程度、マンション着工件数は2023年（暦

年）と同程度、販売在庫は4,000戸台と2023年（暦年）と同程度と予想されていること、引き合い案件は依然活況で

あること、東京圏における当社グループのシェアは３％程度と伸張の余地は充分にあることから、当社グループに

おける当面の受注及び施工物件の確保は可能と考えております。

（データはいずれも国土交通省-公表資料、「都道府県別着工戸数」及び（株）不動産経済研究所-公表資料、「首

都圏マンション市場動向」、「首都圏マンション市場予測－2024年の供給予測－」より）

当社グループは「より良質な住宅を供給し、豊かな住環境に貢献する」という社是を制定し、より良質な住宅を

供給するという社会的使命を果たすべく事業を推進しております。「安全・安心・堅実」という基本方針に関し、

安全につきましては、安全パトロールの実施等を徹底しております。安心と堅実に対応する品質につきましては、

独自のマニュアルの制定や、その徹底を図る目的としての研修会等を定期的に開催しております。また、建物の強

度を保つ重要な躯体部分（杭、配筋、生コンクリート）の品質について、第三者機関による検査を導入し、建物の

品質確保に万全を尽くしているほか、特定の内装工事も新たに対象とし、最善・最高の品質管理を追求しておりま

す。

当社グループは、2024年５月期からの新中期経営計画（３カ年計画）「Innovation2023」のもと、その達成に向

けグループ一丸となり取り組んでおります。今後も業容拡大と利益水準向上への継続的な取り組み及び新たな価値

創出により持続的な成長を目指してまいります。

セグメントごとの業績につきましては、次のとおりであります。

（建設事業）

建設事業におきましては、売上高21,981,053千円（前年同期比11.0％増）、セグメント利益1,894,633千円（前年

同期比15.5％減）となりました。

当連結会計年度におきましては、受注件数７件、受注高20,882,691千円及び受注残高34,460,228千円と順調に推

移いたしました。

（不動産事業）

不動産事業におきましては、売上高6,285,493千円（前年同期比25.8％増）、セグメント利益1,026,591千円（前

年同期比50.2％増）となりました。

当連結会計年度におきましては、共同事業による分譲マンションの販売収入が好調だった一方、事業用地の販売

が当初予定を大きく下回る結果となりました。

これらの結果、当連結会計年度の売上高は28,485,091千円（前連結会計年度末比11.5％増）、営業利益

1,453,677千円（前年同期比26.7％減）、経常利益1,422,240千円（前年同期比28.1％減）、親会社株主に帰属する

当期純利益944,916千円（前年同期比30.8％減）となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度における資産合計は、前連結会計年度末に比べ2,250,634千円増加し、23,717,601千円となり

ました。これは、仕掛販売用不動産が1,363,632千円、販売用不動産が689,261千円、電子記録債権が1,415,078千

円それぞれ増加した一方、受取手形・完成工事未収入金等が625,021千円、現金及び預金が944,903千円減少した

ことが主な要因であります。

（負債）

当連結会計年度における負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,705,478千円増加し、15,249,524千円となり

ました。これは、支払手形・工事未払金等が95,217千円、電子記録債務が14,738千円、短期借入金が1,290,000千

円、一年内返済予定の長期借入金が705,444千円それぞれ増加した一方、長期借入金が841,000千円減少したこと

が主な要因であります。

（純資産）

当連結会計年度における純資産合計は、前連結会計年度に比べて545,156千円増加し、8,468,076千円となりま

した。これは、配当金の支払により利益剰余金が427,437千円減少した一方、自己株式の給付により自己株式が

26,592千円、当期純利益の計上により利益剰余金が944,916千円増加したことが主な要因であります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末より944,903千

円減少し、4,117,604千円（前連結会計年度末比18.7％減）となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において営業活動の結果使用した資金は1,573,804千円（前連結会計年度は302,149千円の支

出）となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益1,377,323千円、売上債権の増加1,550,008千円、棚卸

資産の増加2,005,489千円などの減少要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において投資活動の結果使用した資金は92,068千円（前連結会計年度は128,829千円の支出）

となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出25,619千円、ゴルフ会員権の取得による支出53,690

千円の減少要因によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度において財務活動の結果得られた資金は720,969千円（前連結会計年度は498,741千円の収入）

となりました。これは主に、長期借入れによる収入1,100,000千円、短期借入金の増加額1,284,857千円があった

一方、配当金の支払額427,437千円によるものであります。

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

2020年５月期 2021年５月期 2022年５月期 2023年５月期 2024年５月期

自己資本比率（％） － － － 36.9 35.7

時価ベースの自己資本比率

（％）
－ － － 49.5 42.9

キャッシュ・フロー対有利

子負債比率（年）
－ － － － －

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍）
－ － － － －
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（注）１.株式時価総額は発行済株式数をベースに計算しております。

２.営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書における「営業活動によるキャッシュ・フロ

ー」を使用しております。

３.有利子負債は、連結貸借対照表に記載されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象と

しております。また、利払いについては、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しておりま

す。

４.2023年５月期及び2024年５月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッ

ジ・レシオについては営業キャッシュ・フローがマイナスのため記載しておりません。

５.2023年５月期より連結財務諸表を作成しているため、2022年５月期以前の数値は記載しておりません。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、物価上昇や円安の進行の影響等による不透明感はあるものの、企業収益の改善

や個人消費の持ち直しを背景に緩やかな回復基調を辿ることが期待されます。

当社グループの事業領域である分譲マンション市場におきましては、建設資材価格の高止まりや労務費の上昇

などの影響による分譲価格の上昇はあるものの、政府による住宅取得支援策や税制優遇措置の拡充・延長、住宅

ローン金利が未だ低水準であることによる購入意欲は底堅く、安定して推移していくと予想されております。

当社グループは、このような事業環境のもと、引き続き中核事業の強化、再開発事業への注力、新たな価値創

出等により、持続的な成長を目指してまいります。

以上のような状況により、当社グループの次期業績見通しにつきましては、売上高34,500百万円（前連結会計

年度比21.1％増）、営業利益2,250百万円（同54.8％増）、経常利益2,170百万円（同52.6％増）、親会社株主に

帰属する当期純利益1,500百万円（同58.7％増）を見込んでおります。

① 売上高

工事施工に係る完成工事高は19,750百万円を見込んでおります。また、前連結会計年度からのずれ込みを加味

した事業用地販売と分譲マンション販売の共同事業収入等の不動産売上高を14,450百万円と見込んでおり、その

他の売上高300百万円と合わせ売上高は前述のとおりとなる見込みであります。

② 売上総利益

完成工事総利益は、前連結会計年度の事業用地販売のずれ込みの影響により造注による特命工事の比率低下が

見込まれることから1,670百万円、完成工事総利益率は8.5％を見込んでおります。また、不動産売上総利益は

2,280百万円、その他を合わせ売上総利益合計では3,850百万円と、前連結会計年度と比べ987百万円の増加（前連

結会計年度比34.5％増）を見込んでおります。

③ 販売費及び一般管理費、営業外費用

販売費及び一般管理費、営業外費用につきましては、大きな方針変更もなく、例外的な支出の予定もありませ

ん。

（注）業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により予想数値と異

なる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社の利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏しいため、

会計基準につきましては、日本基準を適用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年５月31日)

当連結会計年度
(2024年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,062,508 4,117,604

受取手形・完成工事未収入金等 6,278,538 5,653,516

電子記録債権 － 1,415,078

販売用不動産 1,892,038 2,581,300

仕掛販売用不動産 7,173,262 8,536,895

未成工事支出金 54,377 6,972

その他 377,518 687,585

貸倒引当金 － △3,950

流動資産合計 20,838,244 22,995,004

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 90,866 114,382

機械装置及び運搬具（純額） 5,162 0

土地 11,141 14,782

その他（純額） 43,451 7,501

有形固定資産合計 150,622 136,666

無形固定資産

その他 18,610 14,310

無形固定資産合計 18,610 14,310

投資その他の資産

投資有価証券 32,033 32,033

繰延税金資産 260,235 336,087

その他 171,172 203,500

貸倒引当金 △3,950 －

投資その他の資産合計 459,490 571,621

固定資産合計 628,723 722,597

資産合計 21,466,967 23,717,601
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年５月31日)

当連結会計年度
(2024年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 4,328,915 4,424,133

電子記録債務 3,378,585 3,393,324

短期借入金 210,000 1,500,000

１年内返済予定の長期借入金 735,556 1,441,000

未払法人税等 402,893 182,688

未成工事受入金 56,904 325,653

賞与引当金 20,220 19,740

完成工事補償引当金 28,395 40,977

役員株式給付引当金 20,136 －

アフターコスト引当金 － 82,300

その他 1,094,211 1,453,330

流動負債合計 10,275,819 12,863,146

固定負債

長期借入金 2,995,443 2,154,443

退職給付に係る負債 104,661 105,526

株式給付引当金 92,459 96,522

役員株式給付引当金 － 6,248

アフターコスト引当金 56,100 －

その他 19,562 23,636

固定負債合計 3,268,226 2,386,377

負債合計 13,544,046 15,249,524

純資産の部

株主資本

資本金 730,429 730,429

資本剰余金 690,781 690,781

利益剰余金 7,518,736 8,037,300

自己株式 △1,020,336 △993,744

株主資本合計 7,919,610 8,464,766

新株予約権 3,310 3,310

純資産合計 7,922,920 8,468,076

負債純資産合計 21,466,967 23,717,601
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年６月１日
至 2023年５月31日)

当連結会計年度
(自 2023年６月１日
至 2024年５月31日)

売上高 25,543,522 28,485,091

売上原価 22,155,609 25,622,248

売上総利益 3,387,913 2,862,842

販売費及び一般管理費 1,404,161 1,409,164

営業利益 1,983,751 1,453,677

営業外収益

受取利息 59 77

受取保険金 － 11,763

受取手数料 1,812 250

業務受託料 2,900 900

固定資産受贈益 23,139 －

物品売却収入 2,058 3,054

その他 112 1,376

営業外収益合計 30,083 17,422

営業外費用

支払利息 31,504 38,990

支払手数料 906 5,142

その他 2,087 4,727

営業外費用合計 34,498 48,860

経常利益 1,979,336 1,422,240

特別損失

減損損失 － 43,265

その他 － 1,650

特別損失合計 － 44,916

税金等調整前当期純利益 1,979,336 1,377,323

法人税、住民税及び事業税 694,820 508,259

法人税等調整額 △80,174 △75,852

法人税等合計 614,645 432,407

当期純利益 1,364,690 944,916

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 1,364,690 944,916
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年６月１日
至 2023年５月31日)

当連結会計年度
(自 2023年６月１日
至 2024年５月31日)

当期純利益 1,364,690 944,916

包括利益 1,364,690 944,916

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,364,690 944,916

非支配株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2022年６月１日 至 2023年５月31日)

(単位：千円)

株主資本
新株予約権 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 730,429 689,085 6,542,158 △1,073,092 6,888,581 3,310 6,891,891

当期変動額

剰余金の配当 △388,112 △388,112 △388,112

親会社株主に帰属す

る

当期純利益

1,364,690 1,364,690 1,364,690

自己株式の取得 △32 △682 △714 △714

自己株式の処分 1,458 15,151 16,609 16,609

譲渡制限付株式報酬 270 38,286 38,556 38,556

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

- -

当期変動額合計 - 1,696 976,578 52,755 1,031,029 - 1,031,029

当期末残高 730,429 690,781 7,518,736 △1,020,336 7,919,610 3,310 7,922,920

当連結会計年度(自 2023年６月１日 至 2024年５月31日)

(単位：千円)

株主資本
新株予約権 純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 730,429 690,781 7,518,736 △1,020,336 7,919,610 3,310 7,922,920

当期変動額

剰余金の配当 △426,352 △426,352 △426,352

親会社株主に帰属す

る

当期純利益

944,916 944,916 944,916

自己株式の取得 △0 △0 △0

自己株式の処分 26,593 26,593 26,593

譲渡制限付株式報酬 - -

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

- -

当期変動額合計 - - 518,563 26,592 545,156 - 545,156

当期末残高 730,429 690,781 8,037,300 △993,744 8,464,766 3,310 8,468,076
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2022年６月１日
至 2023年５月31日)

当連結会計年度
(自 2023年６月１日
至 2024年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,979,336 1,377,323

減価償却費 13,238 18,309

減損損失 － 43,265

株式報酬費用 1,821 2,958

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,900 △480

株式給付引当金の増減額（△は減少） 21,740 8,133

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 1,470 12,581

アフターコスト引当金の増減額（△は減少） △2,500 26,200

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 13,745 864

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） 20,995 8,634

支払利息 31,504 38,990

固定資産受贈益 △23,139 －

売上債権の増減額（△は増加） 831,001 △1,550,008

完成工事未収入金の増減額（△は増加） △1,579,210 759,950

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,326,625 △2,005,489

仕入債務の増減額（△は減少） 899,079 △166,985

工事未払金の増減額（△は減少） 834,104 276,942

未成工事受入金の増減額（△は減少） △6,201 268,748

その他 △296,845 67,572

小計 421,416 △812,486

利息及び配当金の受取額 119 77

利息の支払額 △31,811 △39,584

法人税等の支払額 △691,874 △721,811

営業活動によるキャッシュ・フロー △302,149 △1,573,804

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △80,804 △25,619

無形固定資産の取得による支出 △8,550 △10,300

関係会社株式の取得による支出 △30,000 －

ゴルフ会員権の取得による支出 － △53,690

その他 △9,473 △2,458

投資活動によるキャッシュ・フロー △128,829 △92,068

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 210,000 1,284,857

長期借入れによる収入 784,100 1,100,000

長期借入金の返済による支出 △110,000 △1,235,556

自己株式の処分による収入 2,427 －

自己株式の取得による支出 － 0

リース債務の返済による支出 △447 △894

配当金の支払額 △387,338 △427,437

財務活動によるキャッシュ・フロー 498,741 720,969

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 67,761 △944,903

現金及び現金同等物の期首残高 4,922,419 5,062,508

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 72,326 －

現金及び現金同等物の期末残高 5,062,508 4,117,604
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(表示方法の変更)

（連結損益計算書関係）

前連結会計年度において、「営業外収益」の「その他」に含めておりました「物品売却収入」は、当連結会計年

度より重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記しております。また、前連結会計年度において、「営業

外費用」の「その他」に含めておりました「支払手数料」は、当連結会計年度より重要性が増したため、当連結会

計年度より独立掲記しております。これらの表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の

組替えを行っております。

これらの結果、前連結会計年度の連結損益計算書において「営業外収益」に表示していた「その他」2,171千円

は、「物品売却収入」2,058千円、「その他」112千円、「営業外費用」に表示していた「その他」2,993千円は、

「支払手数料」906千円、「その他」2,087千円として組替えております。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

（１）報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離されて財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社グループは、市場、顧客の種類及びサービスの内容が概ね類似している事業セグメントを集約しており、

「建設事業」及び「不動産事業」の２区分を報告セグメントとしております。

（２）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「建設事業」は、建築の工事を受注・施工しております。

「不動産事業」は、土地及び建物の売買及び仲介、または新築分譲マンションの販売代理業を行っておりま

す。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表を作成するために採用されている会計方針と

同一の方法であります。

報告セグメントの利益又は損失は、営業損益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高又は振替高

は第三者間取引価格に基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自 2022年６月１日 至 2023年５月31日） （単位：千円）

報告セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

連結財務諸
表計上額
(注)３建設事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への
売上高

19,796,245 4,994,660 24,790,906 752,616 25,543,522 ― 25,543,522

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 19,796,245 4,994,660 24,790,906 752,616 25,543,522 ― 25,543,522

セグメント利
益 又 は 損 失
(△)

2,242,291 683,560 2,925,851 3,265 2,929,117 △945,365 1,983,751

セグメント資
産

6,279,376 9,294,704 15,574,081 143,740 15,717,822 5,749,144 21,466,967

その他の項目

減価償却費 600 422 1,023 5,784 6,808 6,430 13,238

有形固定資産
及び無形固定
資産の増加額

― ― ― 126,041 126,041 5,659 131,700

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、一級建築士事務所としての設計

業務、不動産賃貸業、マンション管理運営業の売上等であります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△945,365千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

３．セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当連結会計年度（自 2023年６月１日 至 2024年５月31日） （単位：千円）

報告セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

連結財務諸
表計上額
(注)３建設事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への
売上高

21,981,053 6,285,493 28,266,547 218,543 28,485,091 ― 28,485,091

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 21,981,053 6,285,493 28,266,547 218,543 28,485,091 ―
28,485,091

セグメント利
益 又 は 損 失
(△)

1,894,633 1,026,591 2,921,225 △498,767 2,422,457 △968,780 1,453,677

セグメント資
産

7,042,168 11,726,995 18,769,163 202,080 18,971,244 4,746,357 23,717,601

その他の項目

減価償却費 256 444 701 10,400 11,101 7,207 18,309

減損損失 ― ― ― 43,265 43,265 ― 43,265

有形固定資産
及び無形固定
資産の増加額

655 0 655 39,250 39,906 7,300 47,206

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、一級建築士事務所としての設計

業務、不動産賃貸業、マンション管理運営業の売上等であります。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△968,780千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。

３．セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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【報告セグメントごとの固定資産の減損に関する情報】

前連結会計年度（自 2022年６月１日 至 2023年５月31日）

該当事項はございません。

当連結会計年度（自 2023年６月１日 至 2024年５月31日）

セグメント情報に同様の内容を記載しているため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2022年６月１日
至 2023年５月31日)

当連結会計年度
(自 2023年６月１日
至 2024年５月31日)

１株当たり純資産額 664.54円 708.48円

１株当たり当期純利益 114.80円 79.15円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

114.75円 79.11円

(注) １．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

前連結会計年度
(自 2022年６月１日
至 2023年５月31日)

当連結会計年度
(自 2023年６月１日
至 2024年５月31日)

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 1,364,690 944,916

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

1,364,690 944,916

普通株式の期中平均株式数(株) 11,887,761 11,938,712

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(株) 4,994 4,994

(うち新株予約権(株)) (4,994) (4,994)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

― ―

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(2023年５月31日)

当連結会計年度末
(2024年５月31日)

純資産の部の合計額(千円) 7,922,920 8,468,076

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 3,310 3,310

(うち新株予約権(千円)) (3,310) (3,310)

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 7,919,610 8,464,766

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

11,917,409 11,947,808

３．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上、普通株式の期中平均株

式数の計算において控除する自己株式に、株式給付信託（J-ESOP）及び役員株式給付信託（BBT-RS）の信託

財産として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式を含めております。また、１株

当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております。

なお、１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上、当該株式給付

信託が保有する当社株式の期中平均株式数は、前連結会計年度271,964株、当連結会計年度239,626株であり、

１株当たり純資産額の算定上、控除した自己株式の期末株式数は、前連結会計年度264,100株、当連結会計年

度226,700株であります。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


